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、
三
 
コ
竺
 
苫
 

I
 

ー
 
、
 
、
 
三
 

ち
ょ
っ
ぴ
リ
不
安
や
心
配
も
あ
る
け
れ
ど
、
 

友
達
も
い
っ

ば

い
で
き
る
だ
ろ
う
。
 

小
さ
な
胸
に
夢
と
希
望

を
ふ
く
ら
ま
せ
、
 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
に
い
っ
て

き
ま
す
。
 

今
年
の
新
人

学
児
は
町
内
四
校
で
、

こ
こ

十
年
問
で
は
敢
も
少
な
い

】
七
四
人
で
す
。
 



昭
和
六
十
二
年
度
の
わ
が
町

の
台
所
を
ま
か
な
う
当
初
子
算

が
三
月
定
例
町
議
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
の
子
算
総
額
は
歳

人
歳
出
と
も
前
年
度
の
当
初
予

算
額
よ
り
約
十
四
％
減
の
二
十

四
億
五
千
六
百
六
十
六
万
七
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
予
算
を
も
と
に
、
町
勢

の
発
展
と
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
の
諸
事
業
を
行
う
こ
と
に

な
リ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
納
め

る
税
金
や
国
な
ど
か
ら
入
っ
て

く
る
お
金
は
ど
の
く
ら
い
か
、
 

ま
た
こ
れ
ら
の
お
金
が
ど
の
よ

う
に
し
て
使
わ
れ
る
の
か
そ
の

あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

・llIHm川川III 余木だより ② 

町税の内訳
587,983千円（100%) 

地方交付税 

1,375,000 

(56%) 

老人保健特別会計 
（千円） 

国民健康保険特別会計 
（千円） 

歳入   650,036 歳入 	 1,075,140 

支弘 JI 金交付金一 455,439 保 	険 	税一 420,576 

国庫 支出金- 129,728 国庫支出金- 630,169 

県 支 出 金-32,432 療養給付費交付金-36,824 

共同事業交付金-4,500 繰 	人 	金ー一32,432 

そ 	の 	他一 1,071 繰 	越 	金 	1 

歳出 	 l,075, 140 諸 	収 	入 	4 

歳出 	  650,036 総 	5 	費 -44,581 

医療給付費一 640,840 うち人件費-26,172 

保険給付費-761,989 医療費支給費一 7,800 

老人保健拠出金一 252,080 審査支払手数料ーー一 1,391 

共同事業拠出金ー一 5,820 償 	還 	金 	4 

繰 	出 	金 	1 公 	償 	費- 5,000 

そ 	の 	fl!l一ー- 5,670 

285 ,101 (48 .5%) 固定資産税 

.0%) 町 	民 	税 211,456 (36 

9.5%) 町たばこ消費税 56,000 ( 

気 25( 4.3%) 電 	税 ,000 

1.6%) .'動車税 軽 I 9,576 ( 

850 ( 0.1%) 木材引取税 

＝性 質 別 内 訳＝ 

区 	 分 予算額（千円） 構成比（%l 

1.人 	件 	費 924,934 37.7 

2 ．物 	件 	費 244,556 10.0 

3.維持修繕費 29,506 1 .2 

4 ．扶助 的経費 42,633 1.7 

5 ．補助的経費 531,199 21.6 

6 ．出費及び貸付金 19,670 0.8 

7 ．積 	立 	金 1 0.0 

8.繰 	出 	金 32,432 1.3 

9.公 	債 	費 408,911 16.6 

10．普通建設・ド業費 208,425 8.5 

11．災害復旧事業 11,400 0.5 

12．予 	備 	費 3,000 0.1 

旨I. 2,456,667 100.0 



町民の家計簿 
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民生費 

332,847 
(13.6%) 

つ 
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公債費 

408,911 

(16.6%) 

衛生費 

338,992 
(13.8%) 

／ノ 

 女り， ョケ 血 
而る 4万 貝 

401 ,405 
(16.3%) 

D 二‘戸慌 
D金木噛 
D金水勘 
D字川I'll 

その他 
25.004(1.0%) 

商工費 
68,028(2.8%) 

議会費 
76.312(3.1%) 
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民生・衛生費 
業集落排水事業会計 

（千円）  

	

歳入 	  2,725 

	

繰 	人 金 	 525 

	

町 	 債―-2.200 

	

歳出 	  2,725 

農業染落排水‘ド業費 -2.613 

公 債 てト 112 

0事業収益 	 187,900 
給 水 収 益- 112,966 
受託工‘ド収益ーー-15,150 
受取利息及び配当全一 8.850 
他会計補助」iかー一50,881 
その他の収益 	53 

0事業費用 	 ‘ 187,900 
原水及び浄水費一14.92 1 
配水及び給水費一 5.462 
受託工事費-19.117 
総 係 費ー一39,716 

うち人件費------30.389 
減価償却費一36,500 
支 割、 利 息-71,784 
そ の flll-―ーー一 400 

0資本的収入 	 0 
0資本的支出 	38,219 
うち企業債償還金-34,2 19 

水 道 事 業 会 計 
（千円） 

入

繰
 
町
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い
よ
い
よ
春
本
番
と
な
り
、
 

桜
前
線
の
到
米
と
と
も
に
、
芦
 

野
湖
に
桜
が
調
和
す
る
四
季
の
 

中
で
最
も
美
し

い
芦
野
公
園
を

会
場
に
、
今
年
も
ま
た
四
月
二
＋

九
日
か
ら
五
月
五
日
の
期
間
で

桜
ま
つ
り
が
始
ま
リ
ま
す
。
 

昨
年
は
吉
幾
三
シ
ョ
ー
で
大
 

変
賑
わ
い
ま
し
た
が
、
昨
年
以
 

上
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
な
行
事
が

組
ま
れ
て
お
リ
、
特
に
五
月
一
】
 

日
行
わ
れ
る
N
H
K
ラ
ジ
オ
公

開
放
送
「
民
謡
を
ど
う
ぞ
」
 
に

は
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
揃
い

楽
し
い
桜
ま
つ
り
と
な
る
よ
う

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
今
年
は
、
芦
野
児
童
動

物
園
に
今
年
の
夏
公
開
さ
れ
る

映
画
「
イ
タ
ズ
熊
」
 
の
主人
公

と
な
っ
た

ー
オ
に
な
る
小
熊
が

四
頭
入
っ
て
お
り
、
愛
矯
を
ふ

リ
ま
き
、
金
中
跡
地
に
は
巨
大
な

迷
路
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
昨
年

に
も
増
し
て
十
分
楽
し
め
る
事

と
思
い
ま
す
。
 

金木桜まつり行事日程 

li 	事 	I 	名 
時 	糊 

場 	所 
1；前 午 後 

“
 
細
 
呪
 

酉北五中学校パレーポール大会 

第16同中学枚選抜ソフトボール大会 
金木町朝野球 j豊手機火会 
金木接まっリ県下馬力大会 
第 '4回秋谷杯農第 '7回西北五中学枚 
庭球大令 
西北 iii，小・中学校相撲火会 
金・ト． l柳トプラスバンド合同パレー 

ド 
羊7金木桜まっり間会式 

0
0
 0
03
03
00
0
 3
00
0
 0
0
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8
8
8
9
 
9

0
 
・
ー
 
 

金木町農業者ト 
レ七ン 
金中ソフト球J葛 
あしの球場 
槻内賜場 
金中チニスコー 

ト 
樹内町営相撲場 
町内一遥 公園 

接まっり半務所

前 
3011 
(4) 

三油みのる民誌、歌謡シ J ー‘ 
戦没者思雀前夜祭 I 器 

演招
 
芸

魂
 
場
堂
 

刊
m
⑩
 

金木町老人クラプゲートボール大会 
戦没者思識祭 
飽上『I衛限演奏会 

9 	00
10:00 

0:30 

あL の球場 
招 魂 堂 
演 会 場 

2 ii

I:) 

第36風防犯少年野球大会 
'81金木桜まっリ第 l回カラオケ大会 
Nil K ラジオ公川I放送 
‘民講をどうぞ， （人場無料） 

8【 00 
0:30 

6:（×・ 

あLの球場
演 芸 場 

金小体”館 

m
⑩
  

L佐犬闘技大会 
消防団脱間式 

第H叫西北 IL中学核選抜卓球大会 

第I?回酉北 IL中学校選抜野球大会 
肌Ii八郎シ」― 
奴デスコ野外火パーテ（・ー 

7:00 
8:00 

8:00 

8:00 

I．器 

川内叫掲 
あしのグラウン 

ド 	， 
金木町農業者ト 
レセン 
金高．伽I●I球場 
演 茶 場 

, 

4 

	II(4) 

全日本セントパーナード大品評会 

第17圃西北 Si.中学捜選抜’f球大会i肌 
決勝 
第I6同防犯少年●「球大会決勝 
白川章一一 I亡謡ショ― 
遠州減野，占 
'81金木桜まっリ第2回カラオケ大会 
鮎7金イ“妥まっリIE火大会 

9:00 

9:00 

io:oo 
30:00 

」
『
  

あしのソフト球 

埠 
金中野球場 

演 芸 場
招 魂 堂
演 芸 場
登 伯 岬 

m
⑩
 

第II同芦●H魂ト晩技選予撒火会 

'1ド銃畑遺大会 
I甫出会芸能免表全 
三ト倖二道場歌議フエステパル 

（遠“実カラオケ近場E座決定戦侵 
略者〕 

烏一“Iり“「祭 

8:00 

9:00 
10:00 

ii:l〕0 

I : no 

あ1.のグラウン 

ド 
忠魂碑前 
済 芸 場 
, 

演芸 I‘裏 

●期間中NHK 大写真展 桜まつリ」ド務所前） 

レ朝のテレピ小説 	S 36年、娘と私～放送中のチョ・ソ 

チャンまて‘ 

レ H曜夜の大河ドラマ 	S38年、花の生iIIi～独IW.竜政 

宗まで 

（絵ハガキ、ポスターの無料進呈サービスあリます。） 

'5I2ノ～5,3 '87NHKふれあい展 

（桜まつり事務所前） 

レ衛生放送、文字放送、音声多垂放送、緊急警報放送の 

‘受信公開 

欝 

.5/2 NHKラジオ公開放送「民謡をどうぞ」 

午後 5:00開場 6:00開演 

I;'出i寅者 岸 「恵 f、佐々木基晴、北沢 兼則、 

鎌l日 稲ー、・嘘 厚子．須藤 圭子 

.5/2 青森県高校相撲春季大会 

兼全国高校選抜金沢大会予選会 

レ場 所 金木町営相撲場 午前9:00開始 

・貸ボート、貸ゴザ、貸ポニーー、見世物馴I行、迷路コー 

ナー等あリます。 

．芦野公園の梅園の中の照IりIを桜まつリ」町川終了後 5 月末

まで続けます。 



保健婦担当地区 

ーー一 

一讐，“センりー“一 

担 	当 者 町 	内 	名 

川倉・藤枝・若松町 
秋 元 淳 子 見崎町・芦’f団地‘ 

村“りI町・朝日町 

小山内 睦 子 嘉瀬・中拍木 

喜良 ib・更生部落・ 
高 僑 霧 代 

大東ケ Ii・旭ケ Ii 

越 	和賀奈 

・

芦
川
・
町

蒔
・
新端
浦
栄
 

原
・
小
町
新
町
 

・

町
・
川
・
・
 

・
新
町
・
・

・

沢
三
野
町
寺本

部
軒
町
・
町
町

川
北
富
町
町
町
 

神
町
【
米南
川
 

五所川原保健所 山道町・昭和町・美 

佐々木 陽 子 晴町 

昭
和
五
十
九
年
に
1
7森
県
婦

人
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
仲
問
集
め
を
し
、
 

憩

い
の
家
や
改
善

セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
月
二
、
三
回
集
ま
っ

て

は
踊
り
を
楽
し

ん
で
い
る
サ

ー
 

ク
ル
が
あ
リ
ま
す
。
 

会
名
は
“
喜
良
市
婦
人

ス
ポ
 

ー
ッ
サ
ー
ク
ル

ー
現
在
会
貝
は
 

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
リ
、
 

大

・
小
研
修
室
、
調
理
室

が
備
え
ら
れ

た
床
面
積
一

六
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
 

総
工
費
が
約
一
、
四
〇
〇

カ
円
で
建
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ

リ
、
転
作
の
推
進
は
も
ち

ろ
ん
、
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
が

一
層

高
ま
る
も
の

と
期
待
さ
れ

て
お
リ
ま
す
。
 

二
〇
名
で
平
均
年
令
は
五

O
オ

ぐ
ら
い
。
会
費
J
U会
則
も
い
っ

さ
い
あ
リ
ま
せ
ん
。
 

本
当
に
踊
リ
の
好
き
な
人
同

志
の
集
ま
リ
で
会
貝
の

一
人
が

新
し
い
踊
リ
を
習
っ
て
き
た
と

言
え
ば
さ
っ
そ
く
全
貝
が
そ
れ

を
習
い
、
覚
え
る
ま
で
練
習
を

し
ま
す
。
 

“めざせ健康，, 
14,000人にズームイン 

小
山
内
 
睦
 
子
 

秋
 
元
 
淳
 

子
 

佐
々
木
 
陽
 

子
 

和
賀
奈
 

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
活
動
ー
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／
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／
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保
健
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担
当
地
区
然
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へ
く
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／
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ノー
り
，
、
（

ユ
‘
ト
．

・
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／
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ノ
、
J
へ
乙
畑
ク
マ
り4
r

ノ
、4
d
、
し
ユ
ム
 

(
‘
  
、
／、
一
 

更
生
地
区
総
合
研
修
施
設
の
完
成
 

▼
国
民
年
金
の
納
付
額
に
つ
い
て
▲
 

現
在
、
金
木
町
の
保
健
婦

は

四
人
お
リ
、
そ
れ
と
保
健
所
か

ら
と
総
勢
五
人
で
町
民
の
健
康

活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 
 

更
生
地
区

の
中
心
部
に
あ
る
 

保
健
婦
か
ら
“
保
健
セ
ン
タ
 

県
有

の
借
入
地
に
建
設
し
て
い
 

ー
ま
で
気
軽
に
遊
び
に
来
て
下
 
た
総
合
研
修

施
設
が
さ
る
三
月
 

さ
い
。
ま
っ
て
ま
す
。
》
 

一
一十
七
日
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
の
施
設
は
、
染
落
ぐ
る
み
 
 

で
転
作
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

た
め
の
集
落
内

の
話
し
合
い
や

研
修
活
動
の
場
と
し

て
、
青
森

県
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
に

よ
リ
国
、
県
の
補
助
を
受
け
建
 
 一

 
農
林
漁
業
者

や
自
営
業
者
な
 

ー
ど
の
第

一
号
被
保
険
者
が
納
付

す
る
国
民
年
金
保
険
料
は
、
四

月
分
か
ら
三
〇
〇
円
引
き
上
げ

ら
れ
て
月
額
七
、

四
〇
〇
円
に
 

ー
な
リ
ま
す
。
 

一
 
こ
れ
は
、
年
金
受
給
額
が
物

価
上
昇
に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
さ

れ
る
し
く
み
と
な
っ

て
お
リ
、
 

．
そ
の
費
川
が
加
人
者

の
保
険
料
 

】
 
国
民
年
金
の
老
齢
福

祉
年
金
 

【受
給
者
や
ニ
〇
歳
前
の
傷
病
に
 

【
よ
る
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
者
 

】
が
、
厚
生
年
金

や
恩
給

・
共
済

一
年
金
な
ど
公
的
年
金
を
受
け
る
 

ー
よ
う
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
年

一
金
額
の
調
整
の
た
め
に
届
出
が

一
必
要
と
な
リ
ま
す
。
 

一
 
も
し
、

こ
の
届
出
が
遅
れ
ま

一す
と
過
払
い
が
発

生
す
る

こ
と
 

ま
た
毎
年
秋
に
開
催
さ
1
1る
 

m
H森
県
婦
人

ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

に
は
金
木
町
の
メ
ン
バ

ー
と
し

て
必
ず
参
加
し
て
お
リ
、
“
若
い

人
た
ち
に
比
べ
れ
ば
飲
み
込
み

が
お
そ
く
、
党
え
る
の

に
時
問

が
か
か
リ
ま
す
け
ど
、
皆
ん
な
 
 

と
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る

た
め
に
改
定
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

な
お
、
毎
年
四
月
中
に
一
年

分
を
納
め
ま
す
と
、
「前
納
割
引
」
 

と
な
リ
、
納
め
忘
れ
を

防
ぐ
な

ど
何
か
と
便
利
で
有
利
で
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

も
あ
リ
、
受
け
た
年
金
を
返
納

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
リ
ま

す
。
 

役
場
の
年
金
係
に
届
出
の
際

に
は
、
老
齢
福
祉
年
金
証
書
ま

た
は
障
害
基
礎
年
金
証
書

と
受

給
し
た
公
的
年
金
証
書

（
以
前

か
ら
の
受
給
者
は
最
近
の
改
定

通
知
書

）
お
よ
び
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
 

踊
リ
が
好
き
で
好
き
で
し
ょ
う

が
な
く
、
踊
っ
て
い
る
う
ち
に

自
然
に
覚
え
ま
す
4
と
リ
ー
ダ
 

ー
の
今
ト

シ
さ
ん
。
 

最
近
で
は
今
大
は
や
リ
の
奴

デ
ィ
ス
コ
で
汗
を
流
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
 

⑤ 金木だより―川III川II 

▼
老
齢
福
祉
年
金
等
の
受
給
者
の
注
意
事
項
▲
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日
本
に
お
け
る
肺
癌
死
亡
の

推
移
を

み
る
と
、
 
一
九
四
七
年

に
は
全
国
で
わ
ず
か
七
六
八

名

で
あ
っ
た
が
そ
の
後
現
在
に
至

る
ま
で
急
激
に
増
加
し
、
 
一
九

八
四
年
に
は
ニ
七
、
三
五
六
名

に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま

の
増
加
傾
向
が
将
来
も
続
く
と
、
 

男
子
で
は
一
九
九
〇
年
頃
ま
で

に
肺
癌
死
亡
数
が
胃
癌
死
亡
数

を
越
え
肺
癌
が
最
も
多

い
癌
と

な
り
、
女
子
で
も
二
〇
〇
〇
年

頃
ま
で
に
は
肺
癌
が

一
位
と
な

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て

将
来
増
加
す
る
肺

癌
に
対
し

て

喫
煙
対
策
や
肺
癌
検
診

に
よ
る

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要

で
す
。
肺
癌
も
早
期
発
見
さ
れ

れ
ば
、
決
し
て
怖
い
病
気
で

は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

近
年
、
内
視
鏡
検
査
な
ど
の

発
達
に
よ
り
、
早
期
に
発
見
さ

れ
る
肺
癌
が
急
増
し
、
完
全
に

治
癒
す
る
例
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、肯
森
県
に
限
っ
て
言

え
ば
、
ま
だ
早
期
発
見
例
は
決
し

て
多
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
何

と
い
っ
て
も
、
胸
部
写
真
と
略

疾
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
必

要

で
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
は
、
決

し
て
手
間
の
か
か
る
検
査
で
は

あ
リ
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽

に
来

院
し
て
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
肺
癌
は
タ
バ

コ
の
喫
煙
と
関
連
が
深
い
の
で
、
 

四
十
オ
以
上
の
タ
バ
コ
喫
煙
者

特
に
、
喫
煙
指
数
（
一
日

の
本

数
×
喫
煙
年
数
）
が

六
〇
〇
以

上
の
重
喫
煙
者
は
、
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 

早
期
肺
癌
で
咳
や
疾
な
ど

の
症
 
 状

の
あ
る
も

の
は
三
十
％
程
度

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
覚
症

状
の
な
い
人
で

も
検
査
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

近
年
、
内
視
鏡
検
査
の
発

達

に
よ
り
、
前
記

の
よ
う
な
重
喫

煙
者
に
は
積
極
的
に
内
視
鏡
検

査
が
お
こ
な
わ
れ

る
傾
向
に
あ

リ
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
も
以
前

と
は
異
な
り
、
外
来
で
も
お
こ

な
え
る
簡
単
な
検
査
と
な
っ

て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
重
喫
煙
者

の
方
で
、
咳

・
筑
が
長
く
続
く

と
か
、
血
疲
が
あ
る
な
ど

の
自

覚
症
状
の
あ
る
人
は
、
早
目
に

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
早
期
発

見
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

現
在
、
金
木
病
院
で
は
、
前

記
の
検
査
は
、
全
て
可
能
と
な

っ
て
お
り
、
気
軽
に
来
院
し
、
 

検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
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